
栽培ガイド /  ユッカ

ユッカ
Yucca
キジカクシ科 / Asparagaceae

剣のように伸びる葉と凛とした樹姿。耐寒性の高いロス

トラータは庭園のシンボルツリーとしても人気で、実生か

ら幹立ちが楽しめる属です。

基本データ

成長期
夏型（主要な実生・庭園向

け種）

耐寒温度

種差が非常に大きい（ロス

トラータ: USDA Zone 5相
当、エレファンティペス:
5℃以上）

日照 日なた（直射を強く好む）

播種適期 3〜6月

発芽日数 7〜28日（種差あり）

主原産地
北アメリカ〜中米（パナマ）

の乾燥地

概要・魅力

ユッカは、北アメリカ南西部からメキシコ・中米（パナマ）の

乾燥地に自生する多年生植物です。分類上はキジカクシ科

（Asparagaceae）アガベ亜科（Agavoideae）に属し、アガ
ベ属と近縁です。かつては独立した「ユッカ科（Yuccaceae）」
とされていましたが、DNAにもとづく現在の分類（APG・Kew）
ではキジカクシ科に統合されています。受理されている種数は

Kew・POWOで約55種とされています。

剣のように伸びる硬い葉がロゼット状に広がる姿と、種によっ

ては竜の鱗を思わせる幹立ちが、多くのコレクターを惹きつけ

ています。SEEDSTOCKでは、実生と庭園向けに特に人気の高い
耐寒性の強い種を中心に取り扱っています。

SEEDSTOCK顧客に人気の代表種
ロストラータ（Yucca rostrata） — 青みがかった葉と龍鱗
状の幹が魅力の人気種。実生から幹立ちへの成長過程を楽し

む実生コレクター向けの代表格です。耐寒性はUSDA Zone 5
相当とされており（園芸情報）、日本の多くの地域で屋外越

冬の実績があります。

フィラメントーサ（Yucca filamentosa / イトラン） — 葉
縁から白い糸状の繊維が出るのが特徴で、古くから日本でも

地植えで越冬できる強健種として知られます。

グラウカ（Yucca glauca） — 超耐寒性で知られるプレーン
ズユッカ。細い草状の葉が特徴で、耐寒性はUSDA Zone 3
相当とも報告されます（園芸情報）。

「青年の木」として流通するエレファンティペス

（学名 Yucca gigantea）は観葉植物として別カテ
ゴリとなります。耐寒性が低く（最低5℃以上が必
要）、上記の実生・庭園向け種とは管理が全く異な

りますのでご注意ください。

ユッカの魅力

凛とした樹姿 — 剣状の葉が放射状に広がるロゼットと、種
によっては幹立ちして龍鱗を纏ったような幹が、庭のシンボ

ルツリーになります。

優れた耐寒性（耐寒種） — ロストラータやフィラメントー
サは日本の多くの地域で地植え越冬が可能です（排水と乾燥

が前提）。

実生から幹立ちを楽しめる — 種から育てて、少しずつ幹が
立ち上がっていく過程を長く楽しめます。

乾燥に強くタフ — 過湿さえ避ければ、手のかからない丈夫
な植物です。

なお、ユッカはユッカガ（Tegeticula属・Parategeticula属）
との義務的な送粉共生で知られる植物です。ユッカガだけがユ

ッカの花粉を運ぶ、5000万年を超える歴史を持つ共進化の関係
です。ただし、日本にはユッカガが自生しないため、自然状態

ではほぼ結実しません。種子を採取するには人工授粉が必要で

す。

置き場所

実生・庭園向けの耐寒種（ロストラータ・フィラメントーサ等）

は、日当たりと風通しのよい場所を強く好みます。日照不足は

葉の垂れや徒長の主因になるため、できるだけ直射日光が当た

る特等席で管理しましょう。

春〜秋（生育期）

戸外の日なたで育てるのが基本です。1日6時間以上の直射日光
を確保できる場所が理想的です。大株は真夏の強光でも葉焼け

は起きにくいですが、実生初年度の幼苗は直射を避け、明るい

間接光〜少し遮光した環境で徐々に慣らします。
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冬（耐寒種の屋外越冬）

ロストラータ・フィラメントーサ等は、日本のほとんどの地域

で屋外越冬が可能です。ただし、これは用土が乾いている状態

が前提です。湿った根への低温は腐敗・凍害を引き起こしやす

く、日本の多湿な冬環境では特に注意が必要です。

地植えの場合 — 根元にウッドチップやバーク材でマルチン
グを施し、地温を保つと安心です。

鉢植えの場合 — 凍結が心配な寒冷地では、霜が当たらない
軒下や室内の明るい場所へ移動させます。

冬（エレファンティペス等・室内管理種）

最低5℃以上を保てる明るい室内に置きます。暖房や冷房の直風
は乾燥のもとになるため避けてください。

実生1年目の苗は成株の耐寒限界と同じに扱えませ
ん。1年目の冬は可能な限り室内で成長を続けさせ
ると、苗の生存率が高まります。

水やり

ユッカは自生地の乾燥環境に適応した植物で、根が多肉質で水

分を蓄える力があります。水やりの基本は「乾いたらたっぷ

り、控えめに」のメリハリです。

生育期（春〜秋）の水やり

鉢植えは用土の表面が乾いてから、鉢底から流れ出るまでたっ

ぷり与えます。地植えは根付いた後は極端に乾いた場合のみ補

水し、基本的に雨水のみで育てられます。

冬（休眠期・耐寒種）の水やり

鉢植えは月1回程度に大きく控えるか、ほぼ断水します。地植え
は冬の水やりは不要です。低温期に用土が濡れたままになると

根腐れ・凍害のリスクが急増します。

肥料

年1回、春（気温が20℃を超えた頃）に緩効性化成肥料を少量施
す程度で十分です。多肥は徒長や根へのダメージの原因になる

ため不要です。

ユッカは乾燥に強く、与えすぎより控えめのほう

が失敗が少ない植物です。受け皿に水をためたま

まにしないこと、これがユッカ栽培の最重要ポイ

ントです。

用土・植替え

ユッカには水はけ（排水性）のよい用土が必須です。自生地は

砂漠や岩礫地の排水性の高い土壌で、停滞水に長時間さらされ

ると根が腐ります。

用土の配合例

栽培実績のある代表的な配合例を挙げます。

一般推奨配合：赤玉土（小粒）7 ＋ 腐葉土 3 ＋ 軽石（小粒）
2

実生用（SEEDSTOCK標準）：赤玉細粒 ＋ バーミキュライト
＝1：1
英語圏の推奨配合：粗砂またはパーライト 50% ＋ 種まき用
培養土 50%（有機分少なめで排水性優先）

室内管理の鉢植えはより排水性を高め（軽石やパーライトの比

率を増やす）、受け皿には水をためないようにします。

植替えの時期と頻度

ロストラータ等の庭園・実生向け種は生育がゆっくりなため、

3〜4年に1回が目安です。適期は4月中旬〜9月中旬（生育期）で
す。植替え後は数日〜1週間ほど水を控えて発根を待ちます。

エレファンティペス（観葉植物系）は生育が速いため、1〜2年
ごとの植替えが一般的です。適期は5〜9月ごろで、猛暑日は避
けます。

発芽のさせ方

ユッカは種から育てる実生も楽しめます。アガベ実生と共通

する部分が多く、清潔さ・温度・湿度の管理が成功の鍵で

す。播種の適期は気温が安定する3〜6月（春〜初夏）。秋播き
は初年度の冬越しで苗を失うリスクがあるため、春播きが基

本です。

発芽適温と発芽日数の目安

発芽適温は20〜30℃前後で、25℃前後を目安に管理するのが
無難です。発芽日数は種によって差があります。

フィラメントーサ・グラウカ等：7〜14日

ロストラータ：14〜28日（環境差が大きく、1ヶ月ほど
かかる場合もあります）

1. 種子の前処理（消毒・吸水）：殺菌剤（ベンレート1000
倍）と活力剤（メネデール100倍）を混ぜた希釈液に、
種子を数時間〜半日ほど浸けます。カビ・立枯れの予防

と発芽促進が目的です。

2. 用土を準備して殺菌する：赤玉細粒とバーミキュライト
を1：1で混ぜた用土を容器に3cm程度入れ、播種前に熱
湯消毒（または電子レンジ加熱）して雑菌・カビのリス

クを低減します。

3. 播種する：浸液を切った種子を、重ならないように用土
の表面へ並べます。

4. 覆土はしないか、ごく薄く：基本は覆土なしで用土表面
に置きます（カビ防止と蒸れ防止が主な目的です）。英語

圏では1cm程度の覆土を推奨するガイドもありますが、
情報源によって判断が分かれるため、本ガイドでは「覆

土なし〜ごく薄く」を推奨します。

5. 腰水と密閉で湿度・温度を保つ：浸液をひたひたになる
まで容器に加え、蓋（タッパーのフタ・ラップ等）で密

閉して湿度を保ちます。温度は25℃前後が目安です。強
い直射は蒸れの原因になるため、明るい日陰または室内

の間接光に置きます。
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6. 発芽を待つ：芽が出てくるまで、毎日様子を確認しま
す。カビた種子は見つけ次第取り除き、カビが広がるの

を防ぎます。

7. 発芽後の管理：大半が発芽したら蓋を外し、少しずつ通
気を確保します。一気に外すと急な乾燥で苗が傷むので

段階的に。腰水は続けながら徐々に通常の水やりへ移行

します。

8. 1年目の越冬：実生1年目の苗は成株より耐寒性が低いた
め、冬は最低温度を高めに保ち（成株の耐寒限界より余

裕を持たせる）、可能なら室内で成長を継続させます。

ロストラータの実生では「9日目に初発根、10日
ほどで初発芽、最終発芽は1ヶ月前後」という国
内記録もあります。発芽のそろいに個体差が大

きいので、途中で諦めず4〜6週間は様子を見ま
しょう。

病害虫・トラブル

丈夫なユッカですが、過湿による根腐れと日照不足による徒長

が、失敗の大半を占めます。日ごろの観察で早めに気づいて対

処することが大切です。

害虫

カイガラムシ（コナカイガラムシ・マルカイガラムシ等）：

葉の付け根や葉裏に白い綿状の塊や半球状の殻で付着しま

す。少量なら歯ブラシで物理除去し、多い場合はナローレン

ジオイルや殺虫剤を定期散布します。

ハダニ：高温乾燥期に葉裏で繁殖し、葉にかすり状の白斑が

出て次第に灰色化します。殺ダニ剤・ニームオイル、または

定期的な葉水やシャワー洗浄で予防します。薬剤は作用機構

の異なるものでローテーションすると耐性がつきにくくなり

ます。

アブラムシ：特に花期に花・花芽周辺に発生しやすいです。

見つけ次第殺虫剤で対処します。

病気・生理障害

根腐れ（最重要）：水やりすぎ・排水不良・低温多湿で発生

します。幹の基部や根が柔らかくなり、葉が黄変・下垂しま

す。腐った根を取り除いて乾燥させ、排水性のよい新しい用

土に植え替えます。

徒長（エチオレーション）：日照不足で葉が間延びし下垂し

ます。「葉が垂れる最大の原因は日照不足」といわれます。

日当たりのよい環境へ移動させて予防します。

菌類による葉・茎の病斑：高温多湿・通風不良で葉や茎に褐

色の病斑が出ることがあります。感染葉は速やかに除去し、

殺菌剤で処置します。

葉先の枯れ込み：過乾燥・低湿度や肥料過多・フッ素過剰で

葉先が茶色く枯れ込みます。根腐れとは逆の症状です。

下葉の自然な枯れ：下位の古葉が褐変・枯れるのは正常な生

理です。幹立ちが進むにつれて下葉が順に枯れ落ちるのは自

然な姿です。広範に葉が黄変・垂れるときは過湿を疑ってく

ださい。

実生苗特有のトラブル

カビ・立ち枯れ（ダンピングオフ）：高湿度・密閉管理での

実生で最も多いトラブルです。用土の事前殺菌、殺菌剤スプ

レーの定期使用、カビた種子・苗の速やかな撤去で対応しま

す。

多くのトラブルは「水のやりすぎ」「風通し不足」

「日照不足」が原因です。乾かし気味・風通しよ

く・光をしっかり、を心がけると失敗がぐっと減

ります。

🖊️ 栽培メモ

ユッカの種子を探す

QRを読み取る／seedstock.jp
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